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 電子顕微鏡超薄切片法による皮膚の構造解析はマウスなどから解剖で得られた表皮およ
び真皮まで含んだ表皮を材料として行われてきた。空間分解能を上げるためには切片の厚
さを 100nm以下にする必要があり、通常エポキシ系樹脂に試料を包埋して切片を作製して
いる。しかし、樹脂包埋法は試料作製過程において固定・脱水・脱アルコールなどの処理
を行うため、常にアーティファクトの可能性が指摘されてきた。これに対して凍結切片法
は、アルコールによる脱水を経ないために、アーティファクトの生成を減らすことができ
るが、これまでの凍結切片法では多量の試料を必要とするために、主にマウスなどを用い
て実験が行われており、ヒト皮膚を用いた研究はあまり報告されていない。 
 本研究では、凍結切片法を改良し、非侵襲的に採取したヒト皮膚角層を用いて電子顕微
鏡観察用の切片を作製する新たな方法の開発を
行った。その結果、非侵襲的にヒト皮膚角層を
採取可能なテープストリッピング法(TS)で得ら
れた角層細胞をさらにもう 1 枚のテープで挟み
こむことによって固定すること(サンドイッチ
法)により、少量の試料(角層のみ)でも凍結切片
法に適用でき、簡便に切片を得られることがわ
かった。また、染色処理を工夫することによっ
て、従来よりも分厚い切片でも明瞭な角層細胞
の像を得ることに成功した(図 1)。 
 さらに、サンドイッチ法を利用して、市販されている美容整形手術によって切り出され
た角層シートの電子顕微鏡観察を行ったところ、皮膚表面からの深さによって細胞の厚み
の異なる層が存在することが示唆された(図 2)。
TS法によって皮膚表面から剥離した試料で得ら
れた角層細胞の厚さは、図 2 の薄いほうの層の
厚みとよく一致しており、皮膚表層には厚みの薄
い細胞層が存在することが示唆された。 
 また、サンドイッチ法の応用として、TS法に
よって得られた資料に水付加する実験も行った。
その結果、水付加後の細胞の厚みの変化を簡便に
評価でき、我々の方法が経皮吸収のためのモデル系としても利用できることがわかった。 
図 1．サンドイッチ法による角層細胞の電子顕微鏡写真 
図 2．角層シートの電子顕微鏡写真 
